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第 6期帯広市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（案）変更箇所比較表 

 

頁 訂正後 訂正前 備考 

1 【１ 計画策定の背景の項の 10 行目と 11 行目】 

 

平成 25 年 12 月の「持続可能な社会保障制度の確立を図るための改革の推進に関す

る法律」の成立、そして、平成 26年 6 月 18 日には、介護保険法、医療法等 19 の法

律を一括して改正する 

 

 

 

平成 25 年 12 月の「持続可能な社会保障制度の確立を図るための改革の推進に関す

る法律」成立、そして、平成 26年 6 月 18 日の、介護保険法、医療法等 19 の法律を

一括して改正する 

表記方法の訂正 

13 【(2) 日常生活圏域の項の 3行目】 

 

高齢者が住み慣れた地域や在宅での生活を継続していくためには、在宅サービス

利用者の生活圏域ごとに、24 時間切れ目のないサービスを総合的・包括的に提供で

きる体制の整備が必要です。 

 

 

 

高齢者が住み慣れた地域や在宅での生活を継続していくためには、在宅サービス

利用者の生活圏域ごとに、24 時間切れ目のないサービスを総合的・包括的に提供で

きる体制整備が必要です。 

表記方法の訂正 

28 【(1) 介護サービス利用者の項の 5行目】 

 

施設系サービス利用者数については、療養型医療施設の廃止等により実績が計画

を下回っています。 

 

 

 

施設系サービス利用者数については、上士幌町療養型医療施設の廃止等により実

績が計画を下回っています。 

表記方法の訂正 

39 【１ 高齢者の状況の項の 11 行目】 

 

なお、本計画の最終年である平成 29 年度、そして、団塊の世代が後期高齢者とな

る平成 37 年度までの総人口等の推移については、本市において、国から示されてい

る推計方法をもとに、平成 21 年度からの人口移動率などから次のとおり推計してい

ます。 

 

 

 

なお、本計画の最終年である平成 29 年度、そして、団塊の世代が後期高齢者とな

る平成 37 年度までの総人口等の推移については、本市において次のとおり推計して

います。 

表記方法の訂正 

41 【(2) 計画の推進体制の図中における具体的な施策の項】 

 

４ 成年後見制度等の充実 

 

 

４ 権利擁護事業の充実 

第 5 回高齢者支援部会・

健康づくり支援部会合同

部会での委員・専門委員

からの指摘による訂正 

45 【現状と課題の項の 4行目】 

 

本市においても、第二期けんこう帯広 21（健康増進計画）策定時の調査で、 

 

 

 

本市においても、第二期けんこう帯広２１（健康増進計画）策定時の調査で、 

表記方法の訂正 

 

 

50 【現状と課題の項の 9行目と 10 行目】 

 

本市においても、社会福祉法人、ボランティア、ＮＰＯ、民間企業、協同組合等

の生活支援を担う事業主体の支援体制の充実・強化を図り、多様な生活支援サービ

スが利用できるような地域づくりを推進します。 

 

 

本市においても、ボランティア、ＮＰＯ、民間企業、協同組合等の生活支援サー

ビスを担う事業主体の支援体制の充実・強化を図り、多様な生活支援サービスが利

用できるような地域づくりを推進します。 

第 5 回高齢者支援部会・

健康づくり支援部会合同

部会での委員・専門委員

からの指摘等による訂正 

資料Ｂ 
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頁 訂正後 訂正前 備考 

53 【日常生活圏域ごとの状況の表中の（小規模多機能）の施設数・床数】 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

表記誤りの訂正 
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頁 訂正後 訂正前 備考 

55 【２ 在宅医療・介護サービスの項の 3行目】 

 

医療や介護サービスを切れ目なく提供するという観点から、看護小規模多機能型居

宅介護や 24 時間対応の 

 

 

医療や介護サービスを切れ目なく提供するという観点から、複合型サービスや 24 時

間対応の 

「介護保険法施行規則等

の一部を改正する省令

（平成 27 年厚生労働省

令第 4号）」の公布に伴う

「帯広市指定地域密着型

サービスの事業の人員、

設備及び運営に関する基

準等を定める条例」の一

部改正による訂正 

※ただし、条例の一部改

正については、平成 27年

2 月 3 日～17 日までパブ

リックコメント、2 月 25

日帯広市地域密着型サー

ビス運営委員会へ報告 

55 【② 訪問入浴介護の項の 1行目】 

 

巡回入浴車を利用した入浴介助を受けることにより、 

 

 

 

巡回入浴者を利用した入浴介護を受けることにより、 

表記誤りの訂正 

56 【(3) 地域密着型サービスの整備の③、④の項】 

 

③ 小規模多機能型居宅介護 

日常生活圏域の 4圏域に 4か所（各定員 29 人）整備を進めます。 

 

 

④ 看護小規模多機能型居宅介護 

小規模多機能型居宅介護に訪問看護を組み合わせた、看護小規模多機能型居宅介

護の提供に努めます。 

 

 

 

 

③ 小規模多機能型居宅介護 

日常生活圏域の 4圏域に 4か所（各定員 25 人）整備を進めます。 

 

 

④ 複合型サービス 

小規模多機能型居宅介護に訪問看護を組み合わせた、複合型サービスの提供に努

めます。 

P55 と同様に、省令公布

に伴う条例改正による訂

正 

57 【(4) 在宅医療の充実の⑥の項】 

 

⑥24 時間 365 日の在宅医療・介護提供体制の構築 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥２４時間３６５日の在宅医療・介護提供体制の構築 

表記方法の訂正 
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頁 訂正後 訂正前 備考 

61 【第六期計画における施設等の整備計画の表中の（小規模多機能）の床数の訂正】 

 

 

 

 

 

 

 

P55 と同様に、省令公布

に伴う条例改正による訂

正 

63 【４の項】 

 

４成年後見制度等の充実 

 

 

４権利擁護事業の充実 

第 5 回高齢者支援部会・

健康づくり支援部会合同

部会での委員・専門委員

からの指摘による訂正 

64 【第７節 認知症施策の推進の項】 

 

【現状と課題】 

本市では、要介護認定者の約 6割が認知症高齢者であり、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市では、要介護認定者の約6割が認知症高齢者であり、 

 

表記方法の訂正 
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頁 訂正後 訂正前 備考 

64 【現状と課題の項の 12行目】 

 

また、軽度認知障害を早期発見する体制整備や「認知症ケアパス」の作成、「徘徊

高齢者等ＳＯＳネットワーク」の充実など認知症の方と家族の支援体制を強化して

いきます。 

 

 

 

また、軽度認知障害を早期発見する体制整備や「認知症ケアパス」の作成、「徘

徊高齢者等ＳＯＳネットワーク」の充実など認知症の人と家族の支援体制を強化し

ていきます。 

表記方法の訂正 

64 【現状と課題の次の項】 

 

【具体的施策】 

１正しい知識の普及・啓発 

認知症の方の地域生活を支援するため「認知症サポーター養成講座」などを充実

し、認知症に関する正しい知識を広く普及・啓発します。また、若年性認知症ハン

ドブックなどの活用を通じて、若年性認知症についての周知啓発に取り組みます。

さらに、認知症の方の生活機能障害の進行にあわせて受けられる、適切な医療・介

護サービスの情報（認知症ケアパス）を広く普及していきます。 

 

 

 

 

１正しい知識の普及・啓発 

認知症の人の地域生活を支援するため「認知症サポーター養成講座」などを充実

し、認知症に関する正しい知識を広く普及・啓発します。また、若年性認知症ハン

ドブックなどの活用を通じて、若年性認知症についての周知啓発に取り組みます。

さらに、認知症の人の生活機能障害の進行にあわせて受けられる、適切な医療・介

護サービスの情報（認知症ケアパス）を広く普及していきます。 

表記方法の訂正 

64 【２予防対策の推進の項】 

 

軽度認知障害のスクリーニングの実施等、早期発見するための体制を整備し、認

知症予防教室等認知症発症予防の取組を進めます。 

 

 

 

 

軽度認知障害のスクリーニングの実施等、早期発見するための体制を整備し、認

知症予防教室等認知症発症予防の取組をすすめます。 

表記方法の訂正 

64 【３地域の見守り体制の構築の項】 

 

関係機関と連携し、保健、医療、福祉サービスの調整を図り、地域包括支援セン

ター、民生委員・児童委員、老人クラブ、町内会、認知症サポーター養成講座修了

者等と見守り体制を充実し、認知症の方の早期発見、早期対応に努めます。また、

警察、保健所、介護サービス事業所や民間事業者等による「徘徊高齢者等ＳＯＳネ

ットワーク」の充実により、徘徊高齢者等の早期発見・再発予防を図ります。さら

に、認知症の方への声かけや対応方法などを体験して学ぶ徘徊模擬訓練を通じて、

地域での見守り体制を強化します。 

 

 

関係機関と連携し、保健、医療、福祉サービスの調整を図り、地域包括支援セン

ター、民生委員・児童委員、老人クラブ、町内会、認知症サポーター養成講座修了

者等と見守り体制を充実し、認知症の人の早期発見、早期対応に努めます。また、

警察、保健所、介護サービス事業所や民間事業者等による「徘徊高齢者等ＳＯＳネ

ットワーク」の充実により、徘徊高齢者等の早期発見・再発予防を図ります。さら

に、認知症の人への声かけや対応方法などを体験して学ぶ徘徊模擬訓練を通じて、

地域での見守り体制を強化します。 

 

表記方法の訂正 

65 【４相談・支援体制の充実の項】 

 

認知症施策を地域で推進するため、認知症地域支援推進員の確保や、地域包括支

援センターによる総合相談や権利擁護事業に取り組みます。また、認知症の方やそ

の家族のつどいの場である茶話会等の充実や認知症サポーターの活用など、支援体

制の充実を図ります。 

 

 

 

認知症施策を地域で推進するため、認知症地域支援推進員の確保や、地域包括支

援センターによる総合相談や権利擁護事業に取り組みます。また、認知症の人やそ

の家族のつどいの場である茶話会等の充実や認知症サポーターの活用など、支援体

制の充実を図ります。 

表記方法の訂正 
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頁 訂正後 訂正前 備考 

65 【５医療と介護の連携強化の項】 

 

認知症地域支援推進員による医療機関、介護サービス事業所等をつなぐ連携支援

や「認知症初期集中支援チーム」を設置し、認知症疾患医療センター等との連携に

より、初期の支援を包括的・集中的に行うほか、認知症ケアに携わる多職種の研修

等により、医療と介護の連携強化を図ります。 

 

 

 

認知症の初期の段階で、認知症の人やその家族に対して、訪問など適切な支援を

行う「認知症初期集中支援チーム」を設置し、認知症疾患医療センターとの連携に

より早期対応に努めるほか、認知症ケアに携わる多職種の研修などにより、医療と

介護の連携強化に努めます。 

第 5 回高齢者支援部会・

健康づくり支援部会合同

部会での委員・専門委員

からの指摘による訂正 

 

70 【(2) 介護サービス別利用量の見込み（要介護 1～5）の表中の数値、文言の訂正】 

 

 

 

 

 

 

 

報酬改定等に伴う訂正 

文言については、P55 と

同様に、省令公布に伴う

条例改正による訂正 
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頁 訂正後 訂正前 備考 

72 

 

【(4) 地域密着型サービス利用量の見込みと定員数の表中の数値、文言の訂正】 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

報酬改定等に伴う訂正 

文言については、P55 と

同様に、省令公布に伴う

条例改正による訂正 
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頁 訂正後 訂正前 備考 

73 

 

【(4) 地域密着型サービス利用量の見込みと定員数の表中の数値、文言の訂正】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報酬改定等に伴う訂正 

文言については、P55 と

同様に、省令公布に伴う

条例改正による訂正 
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頁 訂正後 訂正前 備考 

74 

 

【(4) 地域密着型サービス利用量の見込みと定員数の表中の数値、文言の訂正】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報酬改定等に伴う訂正 

文言については、P55 と

同様に、省令公布に伴う

条例改正による訂正 
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頁 訂正後 訂正前 備考 

75 【４ 介護保険事業費用の見込みの表の差し替え】 

 

 

 

 

報酬改定等に伴う訂正 

76 【５ 介護保険料の考え方の項の 2行目と 3行目】 

 

基準月額は 5,683 円となりますが、介護給付費準備基金の繰り入れにより、基準月

額を 5,470 円とするものです。 

 

 

 

 

 

基準月額は5,792円となりますが、介護給付費準備基金の繰り入れにより、基準月額

を5,580円とするものです。 

 

報酬改定等に伴う訂正 
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頁 訂正後 訂正前 備考 

76 【５ 介護保険料の考え方の表中の数値等の訂正】 

 

 

 

 

 

報酬改定等に伴う訂正 

 

 


